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高
校
３
年
の
子
ど
も
に

「
麻
し
ん
・
風
し
ん
」
予

防
接
種
案
内
が
届
き
ま
し
た
。
乳

幼
児
期
に
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し

ま
し
た
が
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

す
か
？

昨
年
度
か
ら
５
年
間
の

期
限
付
き
で
、
中
学
１

年
生
・
高
校
３
年
生
に
あ
た
る

世
代
の
方
に
つ
い
て
、「
麻
し

ん
・
風
し
ん
」
定
期
予
防
接
種

が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
接
種
期

間
は
対
象
年
度
（
４
月
１
日
〜

３
月
31
日
）の
１
年
間
で
す
。

　
乳
幼
児
期
に
麻
し
ん
や
風
し

ん
の
単
独
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し

た
方
や
、
ど
ち
ら
か
一
方
に
か

か
っ
た
方
も
対
象
と
な
り
ま

す
。
　
接
種
期
間
を
過
ぎ
る
と
任
意

接
種
で
有
料
と
な
り
ま
す
。
必

ず
期
間
内
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
問
合
せ
先

　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
担
当

℡
（
55
）
７
７
５
９
　

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町
に
よ
く

問
い
合
わ
せ
が
あ
る
質
問
を
Ｑ
＆
Ａ

形
式
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

※この欄は、ご家族の承諾を得られた方を掲載していま
す。　掲載については、毎月20日ごろ電話でご連絡します。

（２月21日から３月20日）（敬称略）

野 口 希 望
渡 邊 タ ケ
岡 　 キ イ
熊 倉 　 安
中 田 章 司
栗 原 チ カ
山 口 　 實
浅 野 和 子
渡 邊 シ ナ
大 石 信 雄
栗 原 知 惠 子
熊 倉 錠 吉
川 島 登 久 子
山 﨑 イ シ
斧 田 旭 雄

（１４歳・羽　　　田）
（９５歳・馬　宿　西）
（９５歳・新里荒屋敷）
（９４歳・三　谷　中）
（７８歳・小　名　路）
（９６歳・三　ツ　谷）
（６９歳・古　橋　北）
（８２歳・茂呂八郎士）
（９５歳・馬　宿　東）
（９１歳・羽 抜 新 田）
（８８歳・上　耕　地）
（８１歳・新　里　宿）
（７１歳・五　斗　内）
（８６歳・森　　　清）
（６５歳・羽　　　田）

おすすめの新刊
赤めだか

　第２４回講談社エッセイ賞受賞作。
　サラリーマンより楽だと思った。とんでもない、誤
算だった。笑って泣いて胸に沁みる、「家族以上」の
師弟関係。１７歳で天才・立川談志に入門した談
春が落語家前座生活を綴った、破天荒な名随筆。

著者　立川 談春（扶桑社）

　東京・谷中で栞が営むアンティークきも
の店に、父親とそっくりの声をした男性が
訪れる。恋心や家族との葛藤を下町の描写
を交え丁寧に描く。「ａｓｔａ＊」連載に大
幅に加筆修正して単行本化。

著者　小川 糸（ポプラ社）

喋々喃々

　保険の解約が増大し、破綻危機にさらされた
東都生命が、外資に売却されることに。管財人室
長を命じられた友部陽平は、その身売り劇の陰
で、許されざる謀略が進んでいることを知り…。
未曾有の金融危機を予見した書き下ろし長編。

著者　高杉 良（講談社）

反乱する管理職

　紀元前１００年から紀元７００年ごろに
かけて栄えたナスカ文化。古美術商の
キャット馬場、ミイラのマミー君、カオリと
その娘・ミドリちゃんが、世界遺跡のなぞ
を探る。

画　吉川 豊作（理論社）

まんが新・世界ふしぎ物語２
だれがかいたナスカの地上絵

　なぜ「餃子で町おこし」はこれほど成功したのか。市
の職員の主導で始まった企画が、市民のボランティア
と融合して発展していく、このプロジェクトの成功を検
証し、「町おこし」成功のキーワードを明らかにする。

著者　五十嵐 幸子（小学館）

秘訣は官民一体ひと皿２００円の町おこし
宇都宮餃子はなぜ日本一になったか

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
＊5月＊

開室時間  午前9時30分～午後5時（火曜日は午後1時～午後8時）
休室日 おはなし会（午後2時～2時30分）

＊6月＊

ちょう ちょう なん なん
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■

俳
句　

小
楢
吟
社　
　

兼
題
「
蒲
公
英
」

流
れ
行
く
雲
の
よ
う
な
る
心
根
を

　
　
　

胸
に
宿
し
て
今
を
生
き
た
し

淡
雪
の
舞
ふ
庭
の
す
み
れ
草

　
　
　

む
ら
さ
き
の
小
花
咲
き
始
め
た
り

須
藤
恵
津
子

熊
倉
コ
ウ

小
倉
芳
子

川
島
と
く
女

と
ち
ぎ
み
つ
こ

林　

秀
代

堀
内
康
弘

麻
生
杉
女

池
田
涼
舟

板
倉
喜
代

大
阿
久
薫
雄

大
沢
み
も
女

た
ん
ぽ
ぽ
や
過
疎
の
野
山
を
明
る
う
し

蒲
公
英
や
昔
な
つ
か
し
幼
な
友

た
ん
ぽ
ぽ
や
轍
に
耐
え
て
咲
く
野
道

蒲
公
英
の
傾
く
崖
の
割
れ
目
よ
り

た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
い
て
路
傍
に
輝
け
り

母
植
え
し
白
た
ん
ぽ
ぽ
に
花
み
ご
と

た
ん
ぽ
ぽ
の
咲
く
野
に
老
句
友
見
失
な
う

日
溜
り
の
土
堤
に
た
ん
ぽ
ぽ
ち
り
ば
め
り

蒲
公
英
の
小
町
の
里
も
日
和
か
な

ミ
ニ
蒲
公
英
鉢
に
あ
ふ
れ
て
咲
き
に
け
り

■

短
歌　
一般
投
稿

ラ
ブ
コ
ー
ル
佐
野
の
新
都
市
春
を
待
つ

堀
江
宣
男

■

俳
句　
一般
投
稿

　

寒
い
冬
も
よ
う
や
く
遠
の
き
、
春
爛
漫
の
好
季
節
が
や
っ

て
き
た
。
そ
の
春
の
野
山
で
人
々
か
ら
愛
さ
れ
て
い
る
の
は
、

可
憐
な
蒲
公
英
や
菫
の
花
で
あ
ろ
う
。
幼
な
か
っ
た
こ
ろ
の
思

い
出
を
想
い
描
き
な
が
ら
の
句
づ
く
り
も
、
今
と
な
っ
て
は
一

段
と
楽
し
い
も
の
が
あ
る
。
読
者
の
皆
さ
ん
に
も
そ
ん
な
気

持
ち
で
読
み
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
う
。 

池
田
涼
舟

解　

説た

ん

ぽ

ぽ

た

ん

ぽ

ぽ

す
み
れ

　「
油
絵
と
い
う
共
通
の
趣
味
を
持
つ

仲
間
と
の
交
流
が
楽
し
み
」
と
穏
や

か
な
表
情
で
話
す
鈴
木
安
一
郎
さ
ん
。

山
あ
り
、
川
あ
り
、
緑
あ
り
と
、
鈴

木
さ
ん
が
描
い
た
油
絵
か
ら
は
、
大
自
然
の
美
し
さ

や
素
朴
さ
を
あ
り
の
ま
ま
に
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
が
油
絵
を
始
め
た
の
は
、
お
よ
そ
20
年

前
。「
職
場
の
友
人
の
勧
め
が
き
っ
か
け
。
深
い
色

彩
と
そ
の
重
厚
感
に
引
き
こ
ま
れ
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。

　
描
く
作
品
は
、
風
景
画
が
中
心
。
仲
間
な
ど
か
ら

の
情
報
を
も
と
に
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
全
国
各
地
を

訪
れ
、
気
に
入
っ
た
景
色
を
描
写
。
１
日
で
完
成
し

な
い
と
き
は
写
真
に
収
め
、
自
宅
で
こ
つ
こ
つ
と
仕

上
げ
て
い
く
と
い
い
ま
す
。

　
鈴
木
さ
ん
が
、
こ
れ
ま

で
に
描
き
上
げ
た
作
品
は

１
０
０
点
以
上
。
昨
年
、
自

宅
隣
に
建
築
し
た
ア
ト
リ
エ

に
は
、
自
慢
の
作
品
が
所
狭

し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
油ゆ

さ

い彩
絵
の
具
を
、
薄
い
色

か
ら
濃
い
色
へ
と
重
ね
、
盛

り
上
げ
る
よ
う
に
描
く
油
絵

の
技
法
。「
絵
の
具
が
乾
く
時
間
を
考
慮
し
つ
つ
、
さ

ま
ざ
ま
な
色
を
重
ね
な
が
ら
遠
近
感
を
表
現
す
る
の
が

難
し
い
。
平
面
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に
、
自
然
が
織
り
成
す

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
を
、
い
か
に
立
体
的
に
描
き
出
す
か

を
常
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
」と
話
し
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
し
て
も
、
納
得
の
い
く
作
品

は
10
点
描
い
て
わ
ず
か
２
、３
点
と
い
い
ま
す
。

　「
今
後
は
、
個
展
を
開
く
こ
と
を
目
標
に
、
見
る
人

に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
作
品
を
追
及
し
て
い
き

た
い
」
と
話
す
鈴
木
さ
ん
。
油
絵
に
か
け
る
熱
い
思
い

を
胸
に
、
今
日
も
キ
ャ
ン
バ
ス
に
向
か
い
ま
す
。

絵を見る人に感動を与えられる
作品を追及していきたい

●油絵に熱意を注ぐ●

鈴木 安一郎さん（下津原原）



広報いわふね
〈住　所〉
〒329-4392
栃木県下都賀郡岩舟町大字静5132番地2 
TEL
FAX

〈発　行〉岩舟町
〈編　集〉岩舟町役場企画課企画調整担当

人　口……18,722人（内外国人…124人）　　前月比－7人
　　　　　　　男……9,502人 　女……9,220人
　　　　　　　出生………12人 　死亡………20人
世帯数……6,283世帯

人口と世帯数（3月29日現在）

0282（55）7753（企画課）
0282（55）4910

役場担当課 電話／FAX番号・メールアドレス

課・局・室 担　　当 電話番号 FAX番号 メールアドレス

総 務 課
庶 務 担 当 ７７５１

４９１０

soumu@town.iwafune.tochigi.jp
消 防 管 財 担 当 ７７５２

企 画 課
企 画 調 整 担 当

７７５３ kikaku@town.iwafune.tochigi.jp
財 政 担 当

税 務 課
資 産 税 収 納 担 当 ７７５８

４９１２ zeimu@town.iwafune.tochigi.jp
町 民 税 担 当 ７７５７

住民生活課
住 民 担 当 ７７５４

３９８６

jyumin@town.iwafune.tochigi.jp
生 活 環 境 担 当 ７７６３

健康福祉課
社 会 福 祉 担 当

７７５９ fukusi@town.iwafune.tochigi.jp
健 康 増 進 担 当

保険児童課 保 険 児 童 担 当 ７７６２ hoken@town.iwafune.tochigi.jp

経 済 課

農 政 担 当
７７６４

５６５０

keizai@town.iwafune.tochigi.jp商 工 観 光 担 当

農 地 担 当 ７７８９

建 設 課
土 木 担 当 ７７６７

kensetu@town.iwafune.tochigi.jp
都 市 計 画 担 当 ７７６８

人権推進室 人 権 推 進 担 当 ７７８０ ４９１０ jinken@town.iwafune.tochigi.jp

出 納 室 会 計 担 当 ７７８１ ３９８６ suitou@town.iwafune.tochigi.jp

議 会事務局 議 事 担 当 ７７８２ ４９１１ gikai@town.iwafune.tochigi.jp

水 道 課
上 水 道 担 当 ３８３７

７３５０ suidow@town.iwafune.tochigi.jp
下 水 道 担 当 ７７６９

学校教育課
学 校 教 育 担 当

３７５５ １３９３ gakkyou@town.iwafune.tochigi.jp
指 導 担 当

社会教育課
社 会 教 育 担 当

２５００ ５０６５
syakyou@town.iwafune.tochigi.jp

公 民 館 担 当 koumin@town.iwafune.tochigi.jp

文 化 会 館 ７０５５ ７０５０ cosmos@town.iwafune.tochigi.jp

総合運動公園管理事務所（遊楽々館） （５４）
３３３１

（５５）
８８１５ yurara@town.iwafune.tochigi.jp

役 職 名 電話番号
０２８２（５５） 取 次 窓 口

町 長 ７７５３ 企 画 課

教 育 長 ３７５５ 学校教育課

０２８２（５５）


